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事当研究所の昭和39年度予算 象外務省と当研究所の定例協議会開催

||［｛和39年度アシア経府研究所＇ド業費の収人支出］刈年は この定例協議会は，（1）外務省経済関係部）ん（経済J,'），

次のとおりで応な [1]際連合），，j) と胄研究所が行なう油外調査研究活動に間

収 入l す◇情恨を中II互に連絡し，その効率的連営を図る，（2）相
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本り疫の'’i研究1斤j臼巣杓の収人支出予算は前年度に比

し約lG.7％の玲｝額，金額にして57,778千円の増，'Jllとなっ

た＼，内成でみれは，（!)''¥研究所の凋査研究対象地域の経

済的・社会的諸条件を視’化によ’）てJ：り1解するに杖） 1) ／、ラ

イトフィルム(1)収集・整伽および東南Iジ）・ 19行I14(/） ：欧

民間企氾・公介業に閉し，その沿革，滉位，腎‘ii. 1幻兄！J

とを明らかにする介裳使覧編さんのにめリ），J訃it,le!,'）恥j性

仙究の肱知） •環として，判易統，， 1 の II 、li 糸ダり作成む上ひ

分れのにめ 1 月から新たに統，，1•}祁を戊置したが， 4叶i/i 

I t,9＇シア語 11A貿易統，，I・時系列作成の4闘iilC')にめ， 111咋貿

易統，，1｝）｝資料の幣/1iiiおよひアジ I(i力国l判分し1)貿易統

,,I)瓜資料の収北，（3）洵外における調査1,1動を強化するた

め，調査員の湘外派遣および待遇改苦，（4）咀研究所の染

務砧の増大に伴い，その業務の円滑な遂行を図るための

理事 1名の増貝および39年度新規一般職員の15人増員に

伴う人件費の増大などが主な理由となっている。

圧に内部責杜，および情報を定期的に交換することによ

り，将来，，凋任研究泊動の崩）Jiに1iijを強化する， ことを

| l的に1月伯＇することに tr.,tこし

協義公は，すてに :2l11llli1fl,1＇され，上叫 H 的にそー〗て，

(1) 内音l賓料•の交換を↑m;，；的に行 ti う，（2)地域別調査研究

担‘'i炉＇）交流を緊密化することにより，今後調査研究活

動，•I) なり叫l'J連，況を図る， ことが確認された，

亭主な人事異動

iな）ゞlけ異動が，次のとおり発令されたし

伊藤禎一

常任が門委員を命ずる

動向分析室勤務を命ずる

附和39年 6月 1l l付け

渋 沢 正 一

fジア経済研究所理拝を命ずる

総務部田部昇

総務部参事を命ずる

常任が門委員伊藤禎ー一

動Ifll分析室専門調査員を命ずる

以 上 昭 和39年 7Jl 1 ~J 付け

坂田袴三郎

I•x| ，州仕料部参巾を命ずる

上田涼・

統，，I部統，，I諜l心を命ずる

l又」： II什fl139り:7月1(iH付iナ

象海外派遣員の帰国

II{｛fll37月段誨外派遣且中，愛甲次郎は任務を終了し帰

国した

氏 名研究課題派遣地 I帰国 f-1

愛甲次郎！アラブ諸国の経済統合 カイロ 7月 2日
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